
「
ジ
ョ
ン
万
次
郎
漂
流
記
」
の
主
典
拠

『
ジ
ョ
ン
万
次
郎
漂
流
記
』
は
、
「
記
録
文
学
話
芸
」
の
第
八
巻
と
し
て
苫
き
下
ろ
さ
れ
、

河
出
書
房
よ
り
、
昭
和
十
二
年
十
一
月
に
刊
行
さ
れ
た
。

井
伏
は
、
そ
の
初
版
本
の
「
序
」
に
お
い
て
、
〈
経
歴
、
年
代
月
日
、
地
名
、
登
場
人
名
、

す
ぺ
て
事
実
に
即
し
た
つ
も
り
だ
が
、
調
行
困
問
却
な
外
国
人
数
名
の
性
格
に
は
触
れ
な
い
こ
と

に
し
た
V
と
言
い
、
作
品
執
竿
に
当
つ
て
の
史
実
認
丞
の
方
針
を
表
明
し
て
い
る
。
「
記
録
文

学
」
の
名
の
辺
り
、
何
ら
か
の
記
録
に
依
拠
し
た
作
品
で
あ
る
こ
と
が
推
祭
さ
れ
る
わ
け
で
あ

る
が
、
そ
の
依
拠
し
た
記
録
制
の
い
か
な
る
も
の
で
あ
る
か
と
い
う
点
に
関
し
て
は
、
さ
ら
に

作
品
本
文
中
で
、
次
の
三
む
名
が
注
記
の
形
で
明
示
さ
れ
て
い
る
。

ω
木
村
毅
一
右
『

e

コ
ー
ル
ド
・
ラ
ッ
シ
ュ
』
(
国
頁
)

ω
石
井
研
堂
者
『
中
浜
万
次
郎
』
(
回
頁
)

川
河
村
悶
川
若
『
カ
リ
ホ
ル
ニ
ヤ
悶
化
砧
史
』
(
問
頁
)

右
の
川
は
、
『
ジ
ョ
ン
万
次
郎
出
流
記
』
と
同
じ
「
記
録
す
〈
学
説
行
」
巾
の
一
冊
で
、
井
伏

自
身
、
乙
れ
に
依
拠
し
た
と
明
一
一
目
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
だ
が
、
注
記
に
よ
れ
ば
、
ゴ
ー

ル
ド
・
ラ
ッ
シ
ュ
時
代
の
凪
削
に
感
染
し
た
万
次
郎
を
拍
く
に
際
し
て
、
向
者
が
参
看
さ
れ
た

乙
と
は
確
か
で
あ
る
。

〈注
1
u

と
こ
ろ
で
、
木
作
品
の
典
拠
に
つ
い
て
は
、
既
に
、
吉
田
村
一
「
井
伏
間
二
と
出
流
記
物
」
に

お
い
て
、
右
の
三
台
の
他
に
さ
ら
に
次
の
三
者
が
、
依
拠
記
録
矧
と
し
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

川
「
漂
客
談
奇
」
(
石
井
研
堂
一
稲
『
続
帝
国
文
庫
漂
流
奇
談
合
集
』
所
収
)

同
「
漂
流
万
次
郎
mm明
談
」
(
石
井
研
堂
稲
『
呉
国
以
流
奇
語
集
』
所
収
)

問
中
浜
京
一
郎
一
寸
『
中
浜
万
次
郎
伝
』

右
の
う
ち
、
川
は
、
井
伏
の
注
記
の
中
で
、
川
の
『
。
コ
ー
ル
ド
・
ラ
ッ
シ
ュ
』
の
引
用
史
料

と
し
て
、
触
れ
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
井
伏
の
記
し
て
い
る
の
は
、
同
史
料
を
収
録
し
た

『
漂
流
奇
談
会
集
』
の
会
名
の
方

ωみ
で
あ
り
、
ま
た
、
井
伏
自
身
も
岡
山
討
に
依
っ
た
と
は
言

っ
て
い
な
い
の
だ
が
、
吉
凶
論
文
で
は
、
万
次
郎
の
漂
流
記
録
で
あ
る
、
問
弁
所
収

ω
「一山容

談
奇
」
は
、
当
然
参
一
訂
さ
れ
て
い
る
も
の
と
見
な
守
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

以
上
の
六
書
の
う
ち
、
同
の
『
カ
リ
ホ
ル
ニ
ヤ
開
化
秘
史
』
は
、
万
次
郎
も
通
訳
官
と
し
て

伊

w
h
H
 

白品

藤
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加
え
ら
れ
た
、
万
延
元
年
の
日
米
条
約
批
准
在
交
換
辺
米
佼
節
団
を
、
米
国
人
の
青
い
限
が
ど

の
よ
う
に
捉
え
た
か
、
当
時
の
米
関
新
聞
の
記
事
を
、
間
川
署
の
同
舎
に
収
録
の
も
の
に
よ
っ

て
示
す
ー
ー
と
い
う
形
で
利
用
さ
れ
た
も
の
。
作
者
自
身
、
出
典
の
明
示
の
上
に
引
用
し
、
部

分
的
な
利
用
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
な
の
で
、
特
に
問
題
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
問
題
は
、
万

次
郎
の
生
恨
の
記
述
に
当
っ
て
井
伏
が
主
典
拠
と
し
て
用
い
た
も
の
は
何
か
、
ま
た
、
従
米
指

摘
さ
れ
て
き
て
い
る
万
次
郎
関
係
の
詩
史
料
と
井
伏
作
品
と
の
実
際
的
な
関
わ
り
は
ど
の
よ
う

な
も
の
か
、
と
い
う
点
で
あ
る
。

吉
田
論
文
は
、
指
抗
し
た
史
料
と
井
伏
作
品
を
具
体
的
に
一
々
突
き
合
わ
せ
考
証
し
た
も
の

で
は
な
い
の
だ
が
、
そ
乙
で
は
、
同
の
中
浜
東
一
郎
者
『
中
浜
万
次
郎
伝
』
が
井
伏
作
品
の
主

典
拠
で
あ
り
、
石
井
研
堂
関
係
の
万
次
郎
に
関
す
る
訪
史
料
、

ω、
州
、
仰
は
、
部
分
的
に

は
そ
の
ま
ま
利
用
さ
れ
た
箇
所
も
あ
る
が
、
も
っ
ぱ
ら
必
要
に
応
じ
て
参
一
訂
さ
れ
た
程
度
の
も

ハ
注
2
v

の
、
と
判
断
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
乙
れ
に
は
大
い
に
疑
問
が
あ
る
。

結
論
を
言
え
ば
、
私
は
、
乙
の
中
浜
京
一
郎
若
『
中
浜
万
次
郎
伝
』
は
、
井
伏
作
品
の
主
4h式

典
拠
で
な
い
ば
か
り
か
、
井
伏
自
身
、
乙
れ
を
参
宕
し
て
は
い
な
い
で
あ
ろ
う
と
考
え
る
。
な

ぜ
な
ら
ば
、
「
序
」
に
お
い
て
八
事
実
に
即
し
た
V
と
明
言
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

井
伏
作
品
に
は
、
『
中
浜
万
次
郎
伝
』
中
の
八
事
実
V
と
は
食
い
辺
っ
た
的
所
が
少
な
く
な
い

か
ら
で
あ
る
。

『
中
浜
万
次
郎
伝
』
は
、
昭
和
十
一
年
四
月
、
宮
山
一
切
よ
り
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
、
著
者
の

中
浜
東
一
郎
は
万
次
郎
の
長
男
に
当
る
。
本
む
は
、
本
文
だ
け
で
も
四
八
八
ペ
ー
ジ
、
絡
-
一
一
口
・

年
詰
・
初
泣
等
を
入
れ
る
と
五
百
数
ペ
ー
ジ
に
も
及
ぶ
大
若
で
あ
る
。
内
容
上
の
特
色
と
し
て

は
、
既
に
吉
田
村
一
氏
の
論
で
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
辺
り
、
海
外
で
の
漂
泊
生
活
よ
り
も
州
国

後

ω生
活
、
仲
村
に
官
支
に
登
用
さ
れ
出
世
し
て
か
ら
の
閲
歴
の
方
に
、
記
述
の
紙
数
が
多
く
充

て
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
乙
れ
は
万
次
郎
の
生
活
の
記
述
全
体
の
、
ほ
ぼ
三
分
の

ニ
の
円
以
に
述
す
る
。
閃
回
か
ら
維
新
九
と
動
い
て
ゆ
く
国
家
の
大
約
釣
に
多
大
の
貢
献
を
し
た

人
物
と
し
て
万
次
郎
の
足
跡
を
拙
く
、
そ
う
し
た
と
こ
ろ
に
、
本
山
引
い

ω主
以
が
め
る
と
言
え

る
。
と
は
一
一
一
一
回
え
、
本
書
は
、
近
親
者
の
立
場
か
ら
故
人
の
送
秘
を
こ
と
さ
ら
に
喧
伝
す

る
、
世
に
あ
り
が
ち
の
伝
記
の
類
い
で
は
な
い
。
万
次
郎
本
人
か
ら
の
直
話
や
関
係
者
の
証
言

- 82ー



の
ほ
か
、
漂
泊
時
代
の
史
料
と
し
て
救
助
船
の
航
海
日
誌
・
脅
筒
・
米
国
の
新
聞
記
事
等
の
英

文
史
料
を
、
さ
ら
に
帰
国
後

ω史
料
と
し
て
琉
球
国
・
江
戸
幕
府
・
長
崎
孝
行
所
・
薩
摩
藩
・

土
佐
落
等
の
公
核
問
の
調
書
・
報
告
書
の
類
を
、
客
観
資
料
と
し
て
多
数
掲
げ
、
そ
れ
ら
を
踏

ま
え
つ
つ
、
詳
細
か
つ
実
証
的
な
記
述
が
な
さ
れ
て
い
る
。
万
次
郎
に
関
す
る
史
実
を
訟
も
詳

し
く
正
確
に
知
る
上
で
、
本
書
は
、
昭
和
十
二
年
の
当
時
、
随
一
の
も
の
で
あ
っ
た
と
言
っ
て

二
〉
O

1
c
z
h
v
 「

記
録
文
学
話
芸
」
の
一
冊
と
し
て
井
伏
が
ジ
ョ
ン
万
次
郎
に
つ
い
て
書
こ
う
と
し
た
時
、

史
実
尊
重
の
方
針
か
ら
ゆ
け
ば
、
本
誌
は
、
当
然
、
井
伏
に
と
っ
て
最
も
信
頼
の
置
け
る
八
事

実
V
の
入
手
柄
似
た
り
え
た
答
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
井
伏
の
『
ジ
ョ
ン
万
次
郎
漂
流
記
』
中
の

〈
事
実
V
の
相
当
数
は
、
後
に
見
る
よ
う
に
明
ら
か
に
『
中
浜
万
次
郎
伝
』
中
の
そ
れ
と
は
食

い
違
い
を
見
せ
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
殆
ど
は
井
伏
の
皮
椛
と
は
と
う
て
い
考
え
ら
れ
な
い
。
と

す
れ
ば
、
井
伏
は
同
容
に
触
れ
て
い
な
い
、
と
考
え
る
の
が
筋
道
で
あ
ろ
う
。

吉
田
論
文
で
は
、
『
中
浜
万
次
郎
伝
』
(
以
下
、
『
万
次
郎
伝
』
と
略
称
す
る
。
)
を
典
拠
と

す
る
根
拠
は
、
二
つ
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
一
つ
は
、
井
伏
の
『
ジ
ョ
ン
万
次
郎
漂
流
記
』
(
以

下
、
『
漂
流
記
』
と
略
称
す
る
。
)
に
は
、
異
国
舶
に
救
助
さ
れ
る
く
だ
り
で
、
他
の
者
が
怖
気

づ
い
て
臨
時
し
て
い
る
時
、
万
次
郎
一
人
が
手
早
く
脱
衣
し
、
ま
っ
先
に
初
中
に
跳
び
入
る
と

い
う
挿
話
の
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
『
万
次
郎
伝
』
に
は
、
こ
の
拍
話
は
父
万
次
郎
か
ら
の
直
誌

と
し
て
紹
介
し
て
あ
り
、
吉
田
氏
は
こ
の
挿
話
は
他
吉
に
は
な
い
も
の
と
見
て
い
る
。
確
か

に
、
こ
の
持
活
は
、
万
次
郎
ら
の
帰
国
直
後
の
白
書
の
類
、
例
え
ば
、
吉
田
氏
の
挙
げ
て
い
る

「
漂
客
談
奇
」
や
「
漂
流
万
次
郎
帰
朝
談
」
等
に
は
、
見
当
ら
な
い
。
し
か
し
、

ωの
石
井
研

堂
一
寸
『
中
浜
万
次
郎
』
に
は
『
万
次
郎
伝
』
と
同
内
容
の
記
述
が
あ
る
。
乙

ω指
活

ω存
在
を

根
拠
に
、
『
万
次
郎
伝
』
と
井
伏
作
品
と

ω
つ
な
が
り
を
直
ち
に
結
論
す
る
わ
け
に
は
ゆ
か
な

い
の
で
あ
る
。
同
じ
こ
と
は
、
も
う
一
つ
の
根
拠
と
さ
れ
て
い
る
、
万
次
郎
ヨ
ら
り
の
九
身
珂
柄
取
扱
い

に
関
す
る
薩
際
溶
か
当
ら
り
の
押
芥
引
府
宛
の
届
寺
の
引
川
に
つ
い
て
も
一
守
:

『
中
浜
万
次
郎
』
に
お
い
て
も
、
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
『
万
次
郎
伝
』
を
典
拠
と
す
る
根
拠
が
稀
誌
に
な
っ
て
く
る
と

と
も
に
、
研
堂
の
『
中
浜
万
次
郎
』
と
の
関
係
の
方
が
豆
大
に
な
っ
て
く
る
。

『
中
浜
万
次
郎
』
は
、
明
治
三
十
三
年
五
月
、
博
文
飽
か
ら
『
少
年
読
本
』
第
二
十
三
一
編
と

し
て
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
乙
の
同
じ
年
の
同
じ
月
に
は
、
や
は
り
博
文
館
か
ら
、

ω

と
し
て
挙
げ
た
『
杭
帝
国
文
庫
』
の
『
漂
流
奇
談
全
集
』
も
刊
行
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
石
井
研

堂
は
二
般
向
け
と
少
年
向
け
と
、
二
冊
の
漂
流
記
を
同
時
に
刊
行
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
乙

の
『
中
浜
万
次
郎
』
の
刊
行
さ
れ
た
明
治
三
十
三
年
は
、
押
川
春
以
の
海
洋
冒
険
小
説
『
海
底

白
単
位
』
が
刊
行
さ
れ
、
当
代
の
少
年
読
者
を
熱
狂
さ
せ
た
年
に
当
る
。
向
者
は
、
内
容
的
に
は

多
分
に
荒
唐
無
稽
な
冒
険
語
で
あ
る
が
、
巻
頭
に
は
、
現
役
の
海
軍
大
将
ら
の
序
が
図
々
し
く

掲
げ
ら
れ
、
将
来
の
海
国
日
本
の
国
民
た
る
読
者
を
し
て
同
国
進
取
の
精
神
の
所
有
者
た
ら
し

む
に
有
益
な
古
川
物
た
る
こ
と
が
、
力
説
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
時

代
は
、
日
抗
戦
勝
か
ら
日
露
戦
争
へ
と
突
き
進
む
明
治
の
国
際
情
勢
そ
背
景
に
、
一
般
庶
民
の

問
に
海
国
日
本
の
海
外
雄
飛
の
ロ
マ
ン
テ
イ
ズ
ム
が
、
盛
ん
に
肢
成
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
時
期
で

〈
注
句
。
)

あ
る
。
研
堂

ω
『
中
浜
万
次
郎
』
の
主
た
る
ね
ら
い
は
、
「
小
序
」
に
よ
れ
ば
、
万
次
郎
と
い

う
人
物
を
、
八
天
性
進
取
の
気
象
に
宮
み
て
、
大
胆
斗
の
如
く
、
当
時
の
日
本
国
民
よ
り
は
、

大
に
進
歩
せ
る
頭
脳
を
有
し
た
る

V
人
漂
流
者
中
の
翠
と
も
い
ふ
べ
き
V
者
、
と
見
、
人
其
奇

談
と
其
円
以
胆
V
に
よ
り
人
少
年
を
益
す
る
V
と
い
う
と
乙
ろ
に
あ
る
。
本
誌
も
、
大
筋
に
お
い

て
は
、
明
治
三
十
年
代
始
め
の
右
の
よ
う
な
世
情
に
呼
応
し
て
執
祭
主
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
、
・
少
年
向
け
の
海
洋
百
険
諒
の
一
冊
と
見
て
よ
い
よ
う
で
あ
る
。

吉
田
論
文
に
お
い
て
も
、
井
伏
の
注
記
に
従
っ
て
、
依
拠
史
料
の
一
つ
と
し
て
石
井
研
堂
の

本
吉
名
は
、
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
本
舎
に
つ
い
て
は
、
ど
う
い
う
わ
け
か
、
『
万

次
郎
伝
』
の
紹
介
の
つ
い
で
に
補
足
的
に
言
及
さ
れ
た
だ
け
に
留
ま
り
、
そ
の
窓
誌
に
つ
い
て

は
関
心
が
全
く
払
わ
れ
て
い
な
い
。
八
木
容
の
内
容
も
ま
た
研
仕
一
翁
の
者
「
中
浜
万
次
郎
」
そ

の
他
に
よ
る
も
の
で
あ
る
V
と
い
う
井
伏
の
誌
記
と
と
も
に
、
研
堂
の
『
中
浜
万
次
郎
』
の
芯

誌
は
、
結
局
宥
過
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
私
見
に
よ
れ
ば
、
突
は
、
研
営
者
の
本

4
H
V

こ
そ
井
伏
作
品
の
主
典
拠
で
あ
る
。

(注
:
4
)

伴
俊
彦
「
井
伏
さ
ん
か
ら
聞
い
た
乙
と
そ

ω二
」
に
よ
れ
ば
、
『
ジ
ョ
ン
万
次
郎
訳
、
流

記
』
執
岱
時
の
事
情
に
つ
い
て
、
井
伏
は
、
八
た
し
か
瓦
の
頃
だ
っ
た
。
小
説
の
材
料
が
無
い
の

で
、
散
歩
し
て
い
て
、
平
野
領
夫
に
会
っ
た
ら
、
彼
が
木
村
毅
か
ら
佑
り
て
い
た
ジ
ョ
ン
万
次

郎

ω
記
録
二
怖
を
ま
た
貸
し
し
て
く
れ
た
。
こ
の
記
録
を
並
べ
て
み
た
だ
け
V
云
々
、
と
回
顧

し
て
い
る
。
人
瓦

ω頃
V
と
は
恐
ら
く
刊
行
年
の
昭
和
十
二
年
の
瓦

ω
こ
と
で
あ
る
。
と
す
れ

ば
、
こ
の
回
国
は
執
公
時
か
ら
二
十
数
年
後
の
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
人
万
次
郎
の
記
録

二
冊
V
と
い
う
言
誌
は
、
井
伏
の
記
位
近
い
の
可
能
性
も
あ
っ
て
、
そ
の
ま
ま
鵜
呑
み
に
す

る
わ
け
に
は
ゆ
か
な
い
の
だ
が
、
も
し
、
乙
の
き
口
支
通
り
に
、
木
村
毅
か
ら
の
ま
た
佑
り
の
八

万
次
郎
の
記
録
二
冊
V
に
よ
っ
て
執
怨
さ
れ
た
と
す
る
と
、
そ
の
八
二
冊
V
と
い
う
の
は
、
研

堂
の
『
中
浜
万
次
郎
』
と
、
同
じ
研
堂
編
の
『
漂
流
奇
談
全
集
』
か
、
も
し
く
は
木
村
毅
の
『

ゴ
ー
ル
ド
・
ラ
ッ
シ
ュ
』
か
、
い
ず
れ
か
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
因
み
に
、
石
井
研
堂
も

木
村
毅
も
、
大
正
十
三
年
結
成
の
明
治
文
化
研
究
会
に
参
加
、
同
会
の
『
明
治
文
化
会
集
』

(
昭
和
二
年
発
刊
)
の
招
集
に
携
わ
っ
て
い
る
。
木
村
の
手
許
か
ら
研
堂
の
若
容
が
借
り
出
さ
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れ
て
い
っ
た
可
能
性
は
、
十
二
分
に
存
す
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
は
と
も
か
く
と
し
て
、
次
節
で
は
、
井
伏
本
人
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
な
が
ら
、
従

来
、
典
拠
と
し
て
は
無
視
さ
れ
て
き
た
『
中
浜
万
次
郎
』
が
、
間
違
い
な
く
井
伏
作
品
の
主
要

典
拠
で
あ
る
こ
と
を
、
そ
れ
が
中
浜
東
一
郎
若
『
中
浜
万
次
郎
伝
』
と
は
無
関
係
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
根
拠
を
も
挙
げ
つ
つ
、
検
証
し
て
ゆ
き
た
い
。

先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
井
伏
の
『
漂
流
記
』
と
『
万
次
郎
伝
』
の
問
に
は
、
事
実
関
係
の
上

で
の
食
い
違
い
が
か
な
り
あ
る
。
そ
し
て
、
『
万
次
郎
伝
』
と
食
い
違
っ
た
井
伏
作
品
で
の
記

述
は
、
研
堂
の
『
中
浜
万
次
郎
』
(
以
下
、
『
万
次
郎
』
と
略
称
す
る
。
)
の
記
述
に
、
概
ね

合
致
す
る
。
以
下
、
そ
の
例
を
挙
げ
る
こ
と
に
す
る
。

登
場
人
物
に
つ
い
て

川
方
次
郎
と
共
に
漂
流
生
活
を
送
っ
た
漁
師
仲
間
の
伝
蔵
・
笠
助
・
五
右
街
門
の
三
人
は
、

井
伏
作
品
で
は
、
伝
蔵
・
重
助
の
両
名
が
兄
弟
で
、
五
右
街
門
は
伝
政
の
作
と
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
『
万
次
郎
伝
』
の
本
文
中
の
記
述
、
及
、
ひ
同
書
に
収
録
さ
れ
た
公
的
な
調
官
・
報
告

会
の
却
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
す
ぺ
て
、
三
人
は
兄
弟
と
さ
れ
て
い
る
。
石
井
研
堂
編
古
に
収
録

(注
5

)

(

注
わ
)

の
「
漂
客
談
奇
」
「
漂
流
万
次
郎
帰
朝
談
」
の
記
述
に
お
い
て
も
同
殺
で
あ
る
。
た
だ
し
、
ど

う
い
う
わ
け
か
、
同
じ
研
堂
者
の
『
中
浜
万
次
郎
』
で
は
伝
成
・
五
右
街
円
は
父
子
と
な
っ
て

お
り
、
井
伏
の
記
述
は
、
こ
れ
に
合
致
し
て
い
る
。
ま
た
、
漂
流
時
の
五
名
の
年
令
は
、
井
伏

作
品
と
研
堂
の
『
万
次
郎
』
で
は
と
も
に
、
各
々
、
伝
政
H

三
一
十
八
政
・
主
助
H

二
十
五
歳
・

寅
右
衛
門
H
二
十
七
歳
・
五
右
衛
門
H
十
五
歳
・
万
次
郎
H
十
五
歳
と
な
っ
て
い
る
。
し
か

し
、
『
万
次
郎
伝
』
で
は
、
寅
右
衛
門
と
五
右
衛
門
の
年
令
は
各
々
一
政
ず
つ
食
い
違
っ
て
、

二
十
六
歳
と
十
六
歳
に
な
っ
て
い
る
。
「
漂
客
談
奇
」
と
「
漂
流
万
次
郎
帰
朝
談
」
の
年
令
の

記
述
も
、
井
伏
作
品
の
そ
れ
と
は
完
全
に
は
-
致
し
な
い
。

凶
漂
流
事
件
の
発
端
で
、
万
次
郎
ら
五
人
が
漁
の
た
め
に
乗
り
込
ん
だ
漁
船
の
船
主
は
、
『

万
次
郎
伝
』
に
よ
れ
ば
「
宇
佐
浦
紘
右
衛
門
」
で
あ
る
が
、
井
伏
は
、
研
堂
の
『
万
次
郎
』
と

同
様
に
、
「
宇
佐
浦
徳
之
丞
」
と
記
述
し
て
い
る
。
な
お
、
「
深
流
万
次
郎
帰
朝
談
」
に
は
船

主
の
記
述
は
な
く
、
「
漂
客
談
奇
」
で
は
、
〈
伝
政
所
持
の
船
V
と
記
さ
れ
て
い
る
。

ω
万
次
郎
ら
五
人
を
無
人
お
か
ら
救
助
し
た
米
国
捕
鯨
船
々
長
ホ
イ
ッ
ト
フ
ィ
ー
ル
ド
の

家
庭
に
つ
い
て
、
井
伏
作
品
で
は
、
〈
船
長
の
宅
に
は
男
の
子
一
人
、
妨
一
人
、
下
男
一
人
、
都

合
四
人
の
世
帯
で
他
に
臨
時
雇
ひ
の
作
男
が
ゐ
た
。
主
婦
は
船
長
の
留
守
中
に
病
気
で
逝
く
な

っ
た
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る

o
Vと
苔
か
れ
て
い
る
。
乙
れ
は
、
『
万
次
郎
』
の
記
述
と
完
全
に
一

致
し
て
い
る
。
対
し
て
、
『
万
次
郎
伝
』
に
よ
る
と
、
船
長
が
万
次
郎
を
伴
っ
て
帰
国
し
た

時
、
船
長
の
妥
は
前
回
の
捕
鯨
航
海
中
に
既
に
亡
く
な
っ
て
お
り
、
彼
に
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

在
住
の
兄
以
外
に
は
家
族
は
な
か
っ
た
と
い
う
。
特
に
、
亡
姿
の
死
亡
年
月
日
に
つ
い
て
は
、

芸
碑
銘
に
よ
り
、
一
八
三
七
年
五
月
三
十
一
日
で
あ
る
乙
と
が
確
認
さ
れ
、
乙
れ
は
万
次
郎
ら

の
救
助
が
行
わ
れ
た
航
海
の
、
ひ
と
つ
前
の
航
海
中
の
ζ

と
で
、
従
来
の
諸
記
録
の
記
述
の
誤

り
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
井
伏
は
、
従
来
の
誤
ま
っ
た
説
に
従
っ
て
い
る
乙
と
に
な
る
。
一

方
、
「
漂
客
談
奇
」
で
は
、
船
長
の
家
族
は
安
を
も
入
れ
て
五
人
で
、
安
は
健
在
と
な
っ
て
お

り
、
ま
た
、
「
漂
流
万
次
郎
帰
朝
談
」
に
は
、
乙
の
件
に
関
す
る
記
述
は
な
い
。

ω
米
国
に
渡
っ
た
万
次
郎
が
フ
ェ
ア
l
へ
プ
ン
で
関
わ
っ
た
米
国
人
遂
に
つ
い
て
見
て
ゆ

く
と
、
井
伏
の
『
漂
流
記
』
で
は
、
万
次
郎
は
「
桶
屋
の
ジ
ュ
ム
ス
・
ア
レ
ン
」
の
家
に
寄
寓

し
、
さ
ら
に
、
そ
の
娘
の
「
ジ
ュ
ー
ン
・
ア
レ
ン
」
の
経
営
す
る
私
立
学
校
に
入
学
し
た
と
苦

か
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
『
万
次
郎
伝
』
に
よ
れ
ば
、
万
次
郎
の
寄
寓
先
は
、
船
長
の
友
人
の

「
ヂ
ェ
!
ム
ズ
・
エ
|
キ
ン
」
の
宅
で
あ
り
、
私
立
学
校
経
営
者
の
「
ヂ
ェ

l
ン
・
ア
レ
ン
」

は
「
ヂ
ェ

l
ム
ズ
・
エ

l
キ
ン
」
の
隣
家
の
三
人
姉
妹
中
の
一
人
で
あ
る
。
彼
ら
は
父
娘
で
は

な
い
。
ま
た
、
「
ェ

l
キ
ン
」
は
桶
屋
で
は
な
く
、
万
次
郎
が
桶
屋
と
関
わ
り
を
持
つ
の
は
、

後
に
ホ
イ
ッ
ト
フ
ィ
ー
ル
ド
船
長
が
再
び
拍
似
航
海
に
出
、
そ
の
臼
守
中
に
「
桶
屋
の
ハ
ジ

l
」
な
る
人
物
の
下
で
、
住
み
込
み
丁
稚
と
な
っ
て
停
泊
り
を
匂
っ
、
と
い
う
形
に
お
い
て
で

あ
る
。
つ
ま
り
、
井
伏
作
品
の
記
述
に
は
、
「
ェ

l
キ
ン
」
と
「
桶
屋
の
ハ
ジ
l
」

と

の

混

同
、
及
び
「
エ

l
キ
ン
」
と
女
教
師
「
ア
レ
ン
」
と
の
関
係
の
誤
認
が
あ
る
わ
け
で
あ
る
。
こ

う
し
た
井
伏
作
品
の
一
認
可
、
研
堂
の
「
誌
万
次
郎
帰
朝
談
」
に
は
、
乙
の
同
の
経
緯
に
つ

い
て
は
、
八
チ
ヒ
タ
と
い
う
師
に
就
き
、
学
ぶ
こ
と
六
ヶ
月
程
V
と
い
う
記
述
が
見
ら
れ
る

が
、
「
深
客
談
奇
」
に
は
、
船
長
宅
よ
り
学
校
に
通
っ
た
事
が
記
さ
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。

経
歴
等
巳
つ
い
て

万
次
郎
の
経
歴
に
は
、
大
筋
に
お
い
て
食
い
違
い
は
見
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
万
次
郎
ら
涼

民
た
ち
の
行
動
や
体
験
の
細
部
を
見
て
ゆ
く
と
、
相
当
数
の
食
い
迩
い
が
あ
り
、
そ
れ
の
枚
挙

に
は
い
と
ま
が
な
い
。
乙
こ
で
は
、
漂
流
か
ら
米
国
捕
鯨
船

ω救
助
ま
で
の
記
述
中
の
食
い
違

い
を
、
幾
っ
か
挙
げ
て
み
る
乙
と
に
す
る
。

川
無
人
島
に
深
託
し
た
五
人
の
上
位
の
仕
方
に
つ
い
て
、
井
伏
は
、
ま
ず
、
貿
右
衛
門
と

五
右
衛
門
の
両
名
が
船
か
ら
岩
角
に
跳
び
移
り
、
万
次
郎
は
残
り
の
伝
蔵
と
笠
助
と
共
に
跳
び

移
ろ
う
と
し
て
失
敗
、
泌
函
に
投
げ
出
さ
れ
た
と
し
て
い
る
。
乙
れ
は
、
研
堂
の
『
万
次
郎
』

で
も
同
様
で
あ
る
。
が
、
『
万
次
郎
伝
』
に
よ
れ
ば
、
万
次
郎
は
、
買
右
衛
門
と
五
右
衛
門
の

両
名
と
共
に
先
に
海
中
に
跳
び
込
み
、
岸
に
泳
ぎ
着
い
た
事
に
な
っ
て
い
る
。
「
漂
客
談
奇
」
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「
漂
流
万
次
郎
帰
朝
談
」
に
は
、
こ
う
し
た
細
か
な
記
述
は
な
い
。

ω
無
人
島
生
活
の
あ
る
日
、
万
次
郎
は
、
島
の
高
い
岩
山
で
、
彼
ら
以
前
の
漂
流
者
の
も

の
と
見
ら
れ
る
器
石
と
濁
り
水
の
溜
ま
っ
た
井
戸
を
発
見
し
て
い
る
が
、
『
万
次
郎
伝
』
に
よ

れ
ば
、
こ
の
時
の
発
見
者
は
伝
蔵
と
万
次
郎
の
二
人
で
あ
る
。
対
し
て
、
井
伏
作
品
で
は
、
伝

蔵
は
こ
れ
よ
り
先
に
大
怪
我
を
し
て
岩
屋
に
引
き
詰
っ
て
お
り
、
身
心
の
頑
健
な
万
次
郎
が

一
人
で
発
見
し
、
岩
屋
に
戻
っ
て
報
告
し
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
乙
の
井
伏
の
記
述
は
、
研

堂
の
『
万
次
郎
』
の
そ
れ
と
全
く
同
じ
も
の
で
あ
る
。
他
の
二
容
に
は
こ
の
記
述
は
見
当
ら
な

3

0

 

'v 

m
米
国
捕
鯨
舶
に
よ
る
救
助
の
経
絡
に
つ
い
て
、
『
万
次
郎
伝
』
は
、
六
月
頃
、
新
月
か

ら
二
日
後
の
朝
に
、
一
笠

ω帆
船
が
島
に
接
近
し
た
も
の
の
、
方
角
を
変
え
て
走
り
去
り
、
午

後
に
な
っ
て
再
び
接
近
し
て
諜
民
述
を
発
見
、
救
助
に
至
っ
た
、
と
い
う
風
に
記
し
て
い
る
。

が
、
井
伏
及
び
研
堂
は
、
朝
に
来
島
し
た
際
に
、
島
か
ら
遠
ざ
か
り
か
け
て
、
万
次
郎
ら
三
人

の
必
死
の
哀
聞
に
気
付
き
直
ち
に
接
近
、
無
事
救
助
し
た
、
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
ま
た
、
『

万
次
郎
』
は
、
乙
の
救
助
の
際
、
岩
屋
に
放
っ
て
い
た
伝
械
と
知
一
助
が
災
人
に
介
助
さ
れ
て
磯

辺
に
出
て
来
た
時
、
万
次
郎
と
五
右
衛
門
は
先
に
本
船
九
移
さ
れ
、
民
右
街
門
の
み
が
待
機
し

て
い
た
こ
と
、
ま
た
、
足
を
負
傷
し
て
歩
行
困
難

ω重
助
が
非
常

ω力
を
発
押
し
て
自
力
で
舶

に
泳
さ
若
い
た
こ
と
、
を
伝
え
て
い
る
。
し
か
し
、
井
伏
と
研
堂
の
作
品
で
は
、
待
機
し
て
い

た
の
は
万
次
郎
ら
三
人
で
あ
り
、
重
助
は
黒
人
船
員
に
抱
か
れ
て
船
に
助
け
上
げ
ら
れ
た
、
と

し
て
い
る
。
他

ω二
告
に
は
、
こ
う
し
た
点
に
つ
い
て
の
言
及
は
な
い
。

年
代
月
自
に
つ
い
て

年
代
月
日
の
異
同
に
関
し
て
は
、
次
の
四
通
り
の
異
同
例
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

肘
井
伏
『
漂
流
記
』
・
研
堂
『
万
次
郎
』
と
、
中
浜
東
一
郎
『
万
次
郎
伝
』
と
の
問
に
食

い
遣
い
の
あ
る
例
。

卯
『
漂
流
記
』
と
、
『
万
次
郎
』
・
『
万
次
郎
伝
』
と
の
問
に
食
い
違
い
の
あ
る
例
。

制
『
漂
流
記
』
・
『
万
次
郎
伝
』
と
、
『
万
次
郎
』
と
の
問
に
食
い
違
い
の
あ
る
例
。

同
『
漂
流
記
』
、
『
万
次
郎
』
、
『
万
次
郎
伝
』
の
三
者
聞
に
食
い
違
い
の
あ
る
例
。

右
の
四
通
り
の
呉
同
例
の
う
ち
、
的
の
例
は
、
こ
れ
ま
で
挙
げ
て
き
た
例
と
同
様
に
、
井
伏

の
『
漂
流
記
』
の
典
拠
が
、
『
万
次
郎
』
で
あ
る
こ
と
を
根
拠
守
つ
け
る
例
で
あ
る
が
、
切
の
例

は
、
逆
に
、
『
万
次
郎
』
で
は
な
く
『
万
次
郎
伝
』
で
あ
る
こ
と
を
、
ま
た
、
判
、
同
の
例

は
、
『
万
次
郎
』
で
も
な
い
こ
と
を
、
そ
れ
ぞ
れ
示
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ

る
。
肘
の
例
の
あ
る
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
の
考
察
か
ら
は
当
然
の
こ
と
と
し
て
、
こ
れ
ら

ω、

刷
、
同
の
よ
う
な
例
も
出
て
く
る
の
は
、
ど
の
よ
う
に
考
え
た
ら
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。

ま
ず
、
切
の
例
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
ハ
ワ
イ
に
残
留
し
た
伝
蔵
と
五
右
街
円
が
、
米
国
捕

鯨
船
「
ロ
ロ
レ
デ
号
」
に
よ
っ
て
日
本
九
の
帰
還
を
企
図
し
た
も
の
の
果
た
し
え
ず
、
再
び
ハ

ワ
イ
に
帰
航
す
る
、
と
い
う
く
だ
り
の
も
の
で
、
伝
政
ら
を
釆
せ
た
「
ロ
ロ
レ
デ
号
」
の
ホ
ノ
ル

ル
出
治
時
期
は
、
井
伏
作
品
と
『
万
次
郎
伝
』
で
は
共
に
一
八
四
六
年
(
弘
化
三
年
)
の
+
一

月
下
旬
と
さ
れ
て
い
る
が
、
研
堂
の
『
万
次
郎
』
で
は
同
年
の
+
月
下
旬
と
さ
れ
て
い
る
。
乙

れ
ら
だ
け
か
ら
判
断
す
る
と
、
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
井
伏
は
『
万
次
郎
伝
』
に
拠
っ
て
い

る
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
実
際
に
は
そ
の
可
能
性
は
ご
く
小
さ
い
よ
う
で
あ
る
。
切

の
例
が
こ
の
例
一
つ
で
あ
る
乙
と
が
そ
の
理
由
の
一
つ
。
そ
し
て
、
井
伏
作
品
中
の
「
ロ
ロ

レ
デ
号
」
の
出
港
時
朝
に
つ
い
て
の
記
述
に
、
不
統
一
の
見
ら
れ
る
乙
と
が
、
も
う
一
つ
で
あ

る
。
す
な
わ
ち
、
井
伏
作
品
中
、
+
一
月
下
旬
出
港
と
あ
る
の
は
、
日
本
帰
還
を
果
た
さ
ず
ハ

ワ
イ
に
戻
っ
た
伝
践
の
、
万
次
郎
九
の
談
話
中
の
記
述
の
方
で
あ
っ
て
、
同
じ
件
に
つ
い
て
、

ハ
ワ
イ
に
居
残
っ
た
民
右
街
門
が
万
次
郎
に
語
っ
た
と
こ
ろ
で
は
、
+
月
下
旬
と
な
っ
て
い

る
。
井
伏
の
主
典
拠
と
考
え
ら
れ
る
『
中
浜
万
次
郎
』
で
は
、
伝
成
と
由
民
右
衛
門
の
そ
れ
ぞ
れ

の
談
話
で
共
に
十
月
下
旬
出
港
と
な
っ
て
お
り
、
そ
う
し
た
不
統
一
は
な
い
。
ま
た
、
『
万
次

郎
伝
』
で
は
、
こ
の
よ
う
に
両
人
の
談
話
を
通
し
て
伝
蔵
ら
の
帰
国
の
試
み
を
叙
す
る
乙
と

は
、
行
わ
れ
て
い
な
い
。
と
す
れ
ば
、
乙
の
例
の
場
合
も
、
『
万
次
郎
』
の
記
述
(
十
月
下

旬
)
に
依
拠
し
た
可
能
位
は
叩
抗
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
井
伏
の
、
伝
政
談
話
中
の
十
一
月

下
旬
と
い
う
と
い
う
記
述
は
、
単
な
る
誤
植
で
な
い
と
す
れ
ば
、
乙
れ
は
必
ず
し
も
『
万
次
郎

伝
』
に
由
来
す
る
も
の
で
は
な
く
、
も
っ
ぱ
ら
円
万
次
郎
』
に
拠
っ
て
記
述
し
て
ゆ
く
う
ち

に
、
た
ま
た
ま
生
じ
た
作
者
自
身
の
錯
誤
か
、
も
し
く
は
、
乙
の
伝
蔵
談
話
の
部
分
に
つ
い
て

の
み
『
万
次
郎
』
以
外
の
資
料
が
参
照
さ
れ
た
た
め
に
生
じ
た
意
図
的
な
も
の
か
、
い
ず
れ
か

で
は
な
い
か
と
忠
わ
れ
る
。
な
お
、
「
漂
流
万
次
郎
帰
朝
談
」
に
は
こ
の
件
の
明
記
は
な
い

が
、
「
漂
客
談
奇
」
で
は
+
月
下
旬
と
な
っ
て
い
る
。

次
に
仰
の
例
だ
が
、
乙
れ
に
は
三
つ
あ
る
。

川
ホ
イ
ッ
ト
フ
ィ
ー
ル
ド
船
長
に
述
れ
ら
れ
て
米
国
本
土
に
渡
っ
た
万
次
郎
の
ホ
ノ
ル
ル

再
訪
の
年
月
に
つ
い
て
、
『
中
浜
万
次
郎
』
と
『
万
次
郎
伝
』
は
、
一
八
四
七
年
+
月
と
記
し

て
い
る
。
対
し
て
、
井
伏
作
品
は
、
同
年
の
+
一
月
で
あ
る
と
す
る
。
「
漂
客
談
奇
」
で
は
十

月
と
な
っ
て
い
る
。

ω
日
本
へ
の
帰
国
達
成
後
の
、
万
次
郎
ら
三
名
の
日
程
に
関
し
て
、
薩
摩
濯
の
指
示
に
よ

る
鹿
児
島
上
陸
日
時
を
、
『
万
次
郎
』
、
『
万
次
郎
伝
』
は
共
に
嘉
永
田
年
二
八
五
一
年
)
八

月
一
日
と
し
、
『
漂
流
記
』
は
周
年
七
月
一
一
一
十
日
と
す
る
。
井
伏
の
記
述
は
『
万
次
郎
』
の
も
の

と
一
日
の
ず
れ
が
あ
る
わ
け
だ
が
、
し
か
し
、
記
述
の
内
突
を
検
討
し
て
み
る
と
、
井
伏
は
『
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万
次
郎
』
の
記
述
を
勘
案
し
て
敢
え
て
三
+
B
と
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
『
万

次
郎
』
に
よ
る
と
、
彼
ら
は
、
七
月
二
十
九
日
に
鴨
川
州
山
川
港
若
、
翌
晦
自
に
二
船
に
分
采
、

八
月
制
日
未
明
に
者
岸
、
鹿
児
島
放
下
上
陸
、
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
が
井
伏
作
品
で
は
、
二

十
九
日
に
山
川
浩
沖
投
錨
、
翌
三
十
日
未
明
に
ニ
船
に
分
来
、
鹿
児
島
城
下
上
陸
と
な
っ
て
お

り
、
ニ
舶
に
分
釆
後
直
ち
に
上
陸
が
行
わ
れ
た
か
の
よ
う
に
記
述
寄
れ
て
い
る
。
『
万
次
郎
』

で
の
こ
船
へ
の
分
釆
か
ら
鹿
児
島
上
陸
ま
で
の
問
の
一
日
の
宮
一
白
を
包
め
た
形
で
あ
る
。
し
か

し
、
山
川
港
と
鹿
児
島
と
の
聞
は
十
二
、
三
塁
の
行
程
で
あ
る
こ
と
(
『
万
次
郎
伝
』
に
よ

る
。
)
、
井
伏
も
書
い
て
い
る
よ
う
に
、
漂
民
の
こ
う
し
た
設
送
は
落
の
機
密
保
持
の
た
め
に
夜

間
を
ぬ
っ
て
行
わ
れ
た
乙
と
、
乙
れ
ら
を
考
慮
す
る
と
、
井
伏
作
品
の
記
述
は
実
情
に
そ
ぐ
わ

な
い
。
『
万
次
郎
』
で
の
一
見
空
白
に
見
え
る
一
日
(
た
だ
し
、
二
船
へ
の
分
釆
の
時
刻
が
不

明
な
の
で
、
乙
の
一
日
が
ど
れ
ほ
ど
の
も
の
か
は
分
ら
な
い
が
。
)
は
、
実
は
そ
れ
な
り
に
意
味

が
あ
る
の
で
あ
る
。
井
伏
は
、
乙
の
山
川
浴
と
鹿
児
島
問
の
行
程
に
気
付
か
ず
、
『
万
次
郎
』

の
記
述
を
改
め
た
の
で
は
な
い
か
。
な
お
『
万
次
郎
伝
』
に
よ
れ
ば
、
山
川
港
若
は
七
月
略

目
、
鹿
児
島
上
陸
は
八
月
一
日
夜
で
、
『
漂
流
記
』
と
は
む
ろ
ん
の
こ
と
、
『
万
次
郎
』
の
記

述
と
も
半
日
以
上
の
ず
れ
が
、
実
際
に
は
あ
る
。
先
の
推
測
が
成
り
立
つ
と
す
れ
ば
、
こ
こ
で

の
例
は
、
数
字
に
現
わ
れ
た
民
同
と
は
お
肢
に
、
む
し
ろ
、
『
、
出
流
記
』
と
『
万
次
郎
』
と
の

つ
な
が
り
を
示
す
こ
と
に
な
る
。
「
漂
客
談
奇
」
に
は
、
七
月
三
十
回
夕
刻
を
鹿
児
島
上
陸
時

と
し
て
あ
る
。
井
伏
が
一
日
採
り
上
げ
て
七
月
三
十
日
を
上
陸
時
と
し
た
背
誌
に
は
、
あ
る
い

は
、
乙
の
記
述
が
積
秘
的
に
作
用
し
た
と
い
う
乙
と
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

間
同
じ
く
、
日
本
帰
国
後
の
万
次
郎
ら
三
名
の
日
程
に
つ
い
て
、
長
崎
奉
行
所
で
の
桧
踏

み
の
取
調
べ
月
日
を
、
『
中
浜
万
次
郎
』
、
『
万
次
郎
伝
』
は
共
に
嘉
永
四
年
十
一
月
二
十
二

日
と
し
、
井
伏
作
品
は
同
年
十
一
月
二
十
一
日
と
記
し
て
い
る
。
仙
の
二
資
料
に
は
乙
の
件
の

記
述
は
な
い
。

M
W
の
例
は
米
国
指
同
舶
に
よ
る
万
次
郎
ら
の
救
助
月
日
の
記
述
だ
け
で
、
乙
れ
を
、
井
伏
『

万
次
郎
保
流
記
』
で
は
、
万
次
郎
ら
の
避
難
し
た
同
じ
年
(
天
保
十
二
年
)
の
六
月
七
、
八
日

頃
と
し
て
い
る
。
が
、
『
中
浜
万
次
郎
』
で
は
、
同
年
の
八
六
月
の
三
日
月
を
望
み
て
二
三
日

目
V
と
い
う
夙
に
叙
し
、
さ
ら
に
、
救
助
後
の
捕
鯨
舶
の
離
島
を
受
日
五
日
の
こ
と
と
し
て
い

る
。
つ
ま
り
六
月
四
日
の
救
助
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
(
井
伏
作
品
で
は
、
離
島
は
翌
日
八

(
九
)
日
と
し
て
い
る
。
)
一
方
、
『
万
次
郎
伝
』
を
見
る
と
、
ま
ず
、
万
次
郎
ら
泌
氏
の
立

場
か
ら
の
叙
述
の
的
所
で
は
、
八
六
月
と
も
党
し
き
頃
、
新
月
の
後
二
日
ば
か
り
を
経
た
る

V

日
と
し
、
後
に
、
そ
れ
が
実
際
に
は
天
保
十
二
年
五
月
九
日
(
一
八
四
一
年
六
月
二
十
七
日
)

で
あ
っ
た
乙
と
を
、
抗
鯨
船
側
の
航
海
日
誌
に
よ
っ
て
考
証
し
て
い
る
。
な
お
、
「
漂
客
談

奇
」
で
は
六
月
四
日
頃
、
「
漂
流
万
次
郎
帰
朝
談
」
で
は
五
月
三
、
四
回
頃
と
あ
り
、

万
次
郎
』
は
「
深
客
談
奇
」
と
一
致
し
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
刷
、
朝
、
一
円
の
例
を
見
て
く
る
と
、
年
月
日
の
記
述
の
面
に
お
い
て
も
、
井

伏
が
『
万
次
郎
伝
』
を
参
照
し
て
い
な
い
乙
と
は
、
ほ
ぼ
確
定
し
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。
た
だ

し
、
印
、
明
、
判
の
例
の
井
伏
作
品
と
研
堂
の
『
中
浜
万
次
郎
』
と
の
食
い
詮
い
は
、
依
然
と

し
て
問
題
で
あ
ろ
う
。
乙
れ
ま
で
の
例
や
次
に
挙
げ
る
肘
の
例
か
ら
考
え
る
と
、
井
伏
作
品
が

『
中
浜
万
次
郎
』
に
依
拠
し
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
が
、
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
食
い
違
い

が
、
誤
粧
や
作
者
の
単
な
る
錯
誤
に
よ
る
も
の
で
な
い
と
す
れ
ば
、
井
伏
は
必
ず
し
も
『
中
浜

万
次
郎
』
の
み
に
全
面
的
に
依
拠
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
仙
の
何
ら
か
の
資
料
を
も
参
照

し
て
い
る
と
考
え
ぎ
る
を
え
な
い
よ
う
で
あ
る
。

井
伏
作
品
と
『
中
浜
万
次
郎
』
の
記
述
が
合
致
す
る
肘
の
例
を
最
後
に
挙
げ
て
お
く
。
こ
れ

は
二
つ
あ
る
。

川
万
次
郎
ら
が
海
上
で
述
難
し
漂
流
の
末
、
知
人
烏
に
漂
着
す
る
の
は
、
『
漂
流
記
』
と

『
万
次
郎
』
に
よ
れ
ば
、
出
漁
の
日
(
天
保
十
二
年
正
月
五
日
)
か
ら
八
日
目

ω正
月
十
二
日

の
夕
刻
で
、
決
死
の
党
悟
で
の
上
陸
の
試
み
が
成
る
の
は
翌
日
十
三
日
で
あ
る
。
が
、
『
万
次

郎
伝
』
で
は
、
同
年
正
月
十
三
臼
の
正
午
頃
島
を
発
見
、
翌
日
十
四
日
早
朝
上
限
と
あ
り
、
一

日
の
ず
れ
が
あ
る
。
「
政
客
談
奇
」
で
は
同
年
正
月
十
三
日
朝
四
ツ
時
間
川
島
の
発
見
、
同
日
夕

七
ツ
時
頃
上
陸
、
古
品
た
、
「
灼
羽
談
」
で
は
同
年
同
月
十
三
日
四
ツ
時
頃
上
陸
と
な
っ
て
い
る
。

同
日
本
阿
川
巡
を
企
凶
し
た
万
次
郎
ら
三
名
が
、
米
国
商
船
「
サ
ラ

l
ボ
イ
ド
号
」
で
ホ
ノ

ル
ル
を
出
発
す
る
の
は
、
『
漂
流
記
』
で
は
一
八
五

O
年
十
月
二
十
五
日
、
『
万
次
郎
』
と
「

漂
客
談
奇
」
で
は
同
じ
く
+
月
二
十
五
、
六
日
頃
で
あ
る
が
、
『
万
次
郎
伝
』
で
は
同
年
十
二

月
十
七
日
(
嘉
永
三
年
十
一
月
十
四
日
)
と
し
て
あ
る
。
こ
の
『
万
次
郎
伝
』
の
年
月
日

は
、
万
次
郎
ら

ω帰
国
に
際
し
て
ホ
ノ
ル
ル
駐
在
の
米
国
領
事
か
ら
下
附
さ
れ
た
絞
ら
の
身
分

証
明
占
こ
八
五

O
年
十
二
月
十
三
日
付
)
、
米
国
人
牧
師
が
ホ
ノ
ル
ル
の
新
悶
「
ポ
リ
ネ
シ

ア
ン
」
紙
に
出
し
た
、
万
次
郎
ら
に
対
す
る
物
口
問
の
援
助
者
ま
が
っ
た
広
告
文
(
同
年
十
二
月

十
四
日
刊
)
等
の
、
米
国
側
の
英
文
資
料
に
よ
っ
て
考
証
し
た
も
の
で
あ
る
。
『
万
次
郎
』
お

よ
び
『
、
必
流
記
』
に
は
、
右
の
広
告
す
〈
は
既
に
引
用
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
+
二
月
十
四
日
付

の
「
ポ
リ
、
不
シ
ア
ン
」
紙
に
掲
枕
さ
れ
た
も
の
と
し
て
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
両
容
に
お
い
て

は
、
実
は
、
乙
の
広
告
文
の
引
用
と
+
月
二
十
五
(
六
)
臼
ホ
ノ
ル
ル
出
港
と
い
う
記
述
と
の

悶
に
明
ら
か
な
矛
盾
が
あ
る
。
(
つ
い
で
に
言
う
と
、
弁
伏
作
口
問
中
に
は
、
も
う
一
つ
、
商
船

ハ注
7
】

「
サ
ラ
l
ボ
イ
ド
号
」
の
ホ
ノ
ル
ル
入
港
を
同
年
の
十
一
月
上
旬
と
す
る
矛
盾
も
あ
る
。
)
『

万
次
郎
伝
』
の
十
二
月
十
七
回
出
浴
説
は
、
こ
う
し
た
矛
盾
を
解
消
し
た
も
の
で
も
あ
る
。
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井
伏
作
品
の
典
拠
が
、
中
浜
東
一
郎
の
『
中
浜
万
次
郎
伝
』
で
は
な
く
、
石
井
研
堂
の
『
中

浜
万
次
郎
』
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
根
拠
は
、
そ
の
他
、
人
名
や
地
名
等
、
固
有
名
詞
の
表
記

法
の
異
同
に
も
見
い
出
せ
る
が
、
何
よ
り
も
明
白
な
の
は
、
引
用
文
献
の
違
い
で
あ
ろ
う
。

井
伏
作
品
中
に
、
河
村
幽
川
の
『
カ
リ
ホ
ル
ニ
ヤ
開
化
秘
史
』
か
ら
の
抜
翠
と
断
わ
ら
れ
た

も
の
以
外
で
、
引
用
さ
れ
て
い
る
の
は
、
次
の
六
文
献
で
あ
る
。

川
一
八
五

O
年
十
二
月
十
四
日
付
「
ポ
リ
、
不
シ
ア
ン
新
聞
」
掲
載
の
義
担
金
募
集
広
告
文

∞
薩
摩
藩
か
ら
蒜
府
九
の
漂
民
帰
迭
の
届
沓
(
嘉
永
四
年
九
月
十
一
日
付
)

開
長
崎
奉
行
所
で
の
取
調
べ
に
よ
る
「
漂
氏
口
書
」

同
長
崎
奉
行
よ
り
土
佐
高
知
溶
へ
宛
て
た
漂
民
引
渡
し
の
通
告
苔
(
嘉
永
四
年
十
月
付
〉

同
長
崎
奉
行
よ
り
万
次
郎
ら
泌
氏
に
宛
て
た
中
波
状

同
パ
ッ
テ
イ
ラ
艇
製
造
に
関
す
る
、
老
中
阿
部
伊
勢
守
の
大
船
製
造
係
宛
害
状

右
の
六
文
献
は
、
研
堂
の
『
万
次
郎
』
中
に
は
す
べ
て
引
用
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
『
万

次
郎
伝
』
に
は
、
同
は
見
当
ら
な
い
。
万
次
郎
ら
が
米
国
よ
り
持
ち
帰
っ
た
物
口
聞
の
詳
細
な
取

調
書
は
収
録
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
井
伏
が
引
用
し
て
い
る
、
米
国
の
国
情
に
関
す
る
談
諮
問
胡

は
欠
け
て
い
る
。
さ
ら
に
、

ωに
つ
い
て
も
、
『
万
次
郎
伝
』
で
は
、
「
ボ
リ
ネ
シ
ア
ン
」
紙

掲
載
の
英
文
原
文
と
、
筆
者
自
身
の
も
の
と
忠
わ
れ
る
邦
訳
文
と
を
対
照
し
て
あ
り
、
文
体
か

ら
一
見
し
て
明
ら
か
に
、
井
伏
の
引
用
文
は
、
『
万
次
郎
』
か
ら
の
も
の
で
あ
る
。
広
告
文
の

一
字
一
句
ま
で
完
全
に
一
致
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
だ
が
、
英
文
原
文
に
即
し
た
『
万
次

郎
伝
』
の
邦
訳
文
に
対
し
て
、
井
伏
の
も
の
は
、
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
志
訳
的
な
文
体
で
あ
っ

て
、
乙
れ
は
研
堂
の
そ
れ
と
全
く
同
じ
な
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
内
容
の
上
で
は
、
井
伏
作
品

の
広
告
文
中
、
万
次
郎
ら
の
米
国
扮
紛
船
に
救
助
さ
れ
た
年
を
ご
八
四

O
年
」
と
し
て
あ
る

の
は
、
研
堂
の
広
告
文
中
で
は
ご
八
四
一
年
」
と
な
っ
て
い
る
。
『
万
次
郎
伝
』
で
も
同
様

で
あ
り
、
事
実
は
「
一
八
四
一
年
」
で
あ
る
。
乙
の
食
い
違
い
が
気
に
な
る
が
、
井
伏
は
、
万

次
郎
の
土
佐
中
の
浜
九
の
帰
郷
を
、
『
万
次
郎
』
と
同
様
に
、
郷
里
を
離
れ
て
か
ら
十
二
年
目
、

嘉
永
五
年
十
月
五
日
こ
八
五
二
年
十
一
月
十
六
日
に
当
る
。
)
の
こ
と
と
し
て
い
る
。
研
堂

の
「
一
八
四
一
年
」
説
で
ゆ
く
と
、
乙
の
十
二
年
目
と
い
う
の
は
足
か
け
十
二
年
の
芯
で
あ

る
。
推
測
の
仕
方
と
し
て
は
少
々
単
純
す
ぎ
る
気
も
す
る
の
だ
が
、
井
伏
は
、
そ
れ
を
、
丸
十

二
年
目
と
解
し
、
広
告
文
掲
載
の
年
の
一
八
五

O
年
か
ら
逆
算
し
て
、
原
文
の
「
一
八
四
一

年
」
の
一
年
の
ず
れ
を
改
め
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
前
節
の
年
月
日
の
異
同
の
所
で
述
べ
た

よ
う
に
、
『
万
次
郎
』
以
外
の
資
料
も
参
照
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
の
で
、
あ
る
い
は
、
別
資

料
モ
根
拠
と
し
て
改
め
ら
れ
た
と
も
考
え
う
る
。
(
作
者
の
鉛
誤
・
依
拠
テ
キ
ス
ト
の
誤
粒
等

も
、
む
ろ
ん
考
え
う
る
。
)
い
ず
れ
に
せ
よ
、
数
字
や
字
句
の
細
部
の
食
い
違
い
か
ら
、
井
伏

作
品
と
『
万
次
郎
』
の
悶
の
落
差
の
処
理
の
問
題
が
、
乙
こ
で
も
浮
か
び
上
っ
て
く
る
が
、
『

万
次
郎
伝
』
と
『
万
次
郎
』
の
対
比
か
ら
判
断
す
る
限
り
は
、
井
伏
が
『
万
次
郎
』
に
負
う
て

い
る
と
見
な
し
て
、
ま
ず
間
違
い
は
な
い
。

以
上
、
『
万
次
郎
伝
』
を
主
典
拠
と
見
る
従
来
の
説
が
却
け
ら
れ
、
研
堂
の
『
万
次
郎
』
と

の
つ
な
が
り
が
明
ら
か
に
な
っ
た
と
こ
ろ
で
、
終
り
に
、
井
伏
の
『
漂
流
記
』
が
研
堂
の
『
万

次
郎
』
に
具
体
的
に
ど
れ
ほ
ど
依
拠
し
て
叙
述
さ
れ
て
い
る
か
、
そ
の
一
端
を
、
両
者
の
対
照

に
よ
っ
て
見
て
お
き
た
い
。
次
の
例
は
、
万
次
郎
ら
五
名
が
無
人
島
に
漂
着
し
た
直
後
の
状
況

を
叙
し
た
筒
所
で
、
制
は
井
伏
の
、
倒
は
研
堂
の
、
叙
述
で
あ
る
。

ω
こ
の
島
は
周
凶
一
旦
ば
か
り
と
思
は
れ
る
無
人
島
で
あ
っ
た
。
突
瓦
た
る
磐
石
が
争
っ
て

そ
そ
り
立
ち
、
草
木
と
い
っ
て
は
わ
づ
か
に
茅
が
生
え
て
ゐ
る
だ
け
で
、
地
獄
絵
に
見
る
剣

の
山
と
い
ふ
の
は
こ
れ
を
見
て
創
案
し
た
の
で
は
な
い
か
と
さ
へ
思
は
れ
た
。
深
若
し
た
五

人
の
も
の
は
先
づ
飲
料
水
を
見
つ
け
る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
手
分
け
し
て
岩
闘
の
清
水
を
さ
が

し
ま
は
っ
た
。
す
る
と
磁
を
見
お
ろ
す
岩
板
の
か
た
は
ら
に
、
ニ
間
四
方
も
あ
る
岩
窟
が
見

つ
か
っ
た
。
そ
の
入
口
に
は
貝
殻
が
い
っ
ぱ
い
散
ら
ば
っ
て
、
か
つ
て
人
の
生
践
し
た
跡
で

は
は
い
か
と
も
恩
は
れ
た
。
岩
窟
の
な
か
に
は
朽
ち
た
一
本
の
丸
太
が
恰
も
枕
を
し
て
寝
て

ゐ
る
や
う
に
、
枕
の
型
を
し
た
石
を
枕
に
し
て
こ
ろ
が
っ
て
ゐ
た
。
五
人
の
も
の
は
と
り
あ

へ
ず
こ
の
活
屋
の
な
か
を
お
除
し
て
、
こ
乙
を
当
庄
の
臨
み
家
と
す
る
こ
と
に
し
た
。
彼
ら

は
再
び
手
分
け
し
て
そ
こ
か
し
こ
を
さ
が
し
ま
わ
っ
た
挙
句
、
抑
制
く
岩
の
盗
み
に
溜
っ
て
ゐ

る
雨
水
を
見
つ
け
た
。
彼
等
に
と
っ
て
は
そ
の
水
溜
り
が
唯
一
無
二
の
井
戸
に
ほ
か
な
ら
な

か
っ
た
。
彼
等
は
尽
を
そ
の
水
溜
り
に
押
し
あ
て
て
喰
を
う
る
ほ
し
た
。

- 87一

倒
さ
て
、
比
島
と
い
ふ
は
周
囲
一
旦
に
過
ぎ
ぎ
る
突
冗
た
る
克
硝
の
孤
島
に
し
て
、
崎
向
た

る
践
石
争
ひ
起
り
、
剣
の
山
と
い
ふ
も
の
b

如
し
。
近
年
我
国
の
領
府
た
る
こ
と
を
明
に
せ

し
、
烏
島
な
ら
ん
か
と
い
ふ
。
一
同
は
、
先
づ
水
を
得
ん
と
し
て
、
手
を
分
け
て
乙
b
か
し

乙
に
怒
ぢ
登
り
、
人
家
を
さ
が
し
た
れ
ど
も
、
小
屋
一
と
つ
の
影
だ
に
な
く
、
唯
僅
に
小
さ

マ
マ

き
茅
篠
な
ど
の
、
さ
ひ
し
げ
に
自
生
す
る
あ
る
の
み
な
り
。
さ
て
は
無
人
島
な
る
か
と
、
尚

マ
マ

ほ
来
岸
の
方
を
採
り
し
に
、
磯
岸
に
、
二
間
四
方
内
外
の
巌
窟
あ
り
、
其
中
を
の
そ
き
見
け

る
に
、
曽
て
人
の
援
み
し
と
思
は
る
L
一
保
跡
も
あ
り
た
れ
ば
、
乙
れ
屈
党
の
援
み
場
所
な
り

と
、
何
れ
も
こ
h

に
居
を
定
め
、
飲
料
水
を
索
め
歩
き
し
に
、
と
あ
る
巌
石
の
凹
め
る
面

う
る
は

に
、
僅
か
ば
か
り
雨
水
の
溜
り
あ
り
け
る
を
得
た
れ
ば
、
顔
を
石
田
に
当
て
h

喉
を
湿
し
ぬ
。



口
語
体
と
文
語
体
の
遣
い
は
あ
る
が
、

ω、
倒
の
叙
述
内
容
・
順
序
に
は
殆
ど
相
逃
が
見
ら

れ
な
い
。
読
者
に
は
、
井
伏
は
研
堂
の
文
語
体
に
よ
る
叙
述
を
下
放
に
し
な
が
ら
、
自
作
の
叙

速
を
進
め
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
む
ろ
ん
、
両
者
は
全
く
の
同
一
内
容
と
い
う
わ
け
で
は
な

い。

ωに
は
、
許
信
の
入
口
に
貝
設
が
散
乱
し
て
い
た
乙
と
、
そ
の
中
に
丸
太
が
一
本
寝
転
が
っ

て
い
た
こ
と
、
五
人
が
そ
こ
を
直
ち
に
掃
除
し
た
こ
と
、
乙
の
三
つ
の
事
実
が
告
さ
込
ま
れ
て

い
る
が
、
原
文
の
倒
に
は
そ
れ
が
な
い
。
ま
た
、
無
人
島
が
鳥
島
で
あ
っ
た
こ
と
は
凶
で
は
明

か
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
判
で
書
き
込
ま
れ
た
右
の
三
つ
の
事
実
は
、
倒
に
は
全
く
な
か

っ
た
析
し
い
事
実
と
い
う
わ
け
で
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
倒
に
は
既
に
、
岩
お
の
中
を
見
る
と

人
間
の
睦
ん
だ
痕
跡
が
あ
り
、
漂
民
た
ち
は
恰
好
の
程
み
家
と
見
て
居
を
定
め
た
、
と
あ
り
、

こ
う
し
た
記
述
か
ら
状
況
を
も
う
少
し
具
体
的
に
拾
い
て
ゆ
け
ば
、
仰
の
よ
う
に
、
貝
殻
や

丸
太
や
折
除
の
件
は
か
な
り
自
然
に
出
て
き
そ
う
だ
か
ら
で
あ
る
。
井
伏
は
、
似
の
記
述
中
に

内
在
し
て
い
た
事
実
を
、
作
家
の
祭
で
顕
在
化
し
た
に
す
ぎ
な
い
と
も
言
え
る
。
た
だ
し
、
丸

太
が
石
を
枕
に
し
て
寝
転
が
っ
て
い
た
と
苦
か
れ
て
い
る
あ
た
り
に
は
、
も
っ
ぱ
ら
状
況
の
悲

壮
さ
ば
か
り
が
強
制
さ
れ
て
い
る
原
文
に
は
全
く
な
い
、
と
ぼ
け
た
お
か
し
み
が
あ
っ
て
、
こ

う
し
た
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
視
点
は
、
井
伏
が
新
た
に
付
加
し
た
も
の
と
し
て
認
め
て
お
か
ね
ば
な

ら
な
い
だ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
細
部
の
取
捨
巡
択
・
初
回
の
膨
ら
ま
せ
は
あ
る
も
心
の
、
叙
述
民
間
の
大
筋

の
所
で
は
、
井
伏
は
山
一
ぬ
の
叙
述
展
凶
に
従
っ
て
い
る
と
言
っ
て
よ
い
。
の
み
な
ら
ず
、
こ
こ

の
例
で
は
、
研
堂
の
原
文
中
の
八
突
γ
ん
た
る
V
〈
(
段
石
)
争
ひ
起
り
V
八
剣
の
山
V
と
い
っ

た
、
孤
島
の
伶
容
を
写
し
た
語
句
ま
で
が
、
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
の
形
で
取
り
込
ま
れ
て
い
る
点
に

も
、
注
目
す
ぺ
き
で
あ
ろ
う
。

『
万
次
郎
』
で
の
研
堂
の
文
字
は
、
先

ω例
か
ら
も
罰
え
る
が
、
波
文
的
な
修
辞
句
を
多
く

取
り
入
れ
た
文
語
体
で
、
場
面
が
盛
り
上
っ
て
く
る
と
一
和
の
美
文
制
の
文
体
に
な
っ
て
く

る
。
こ
う
し
た
文
体
は
、
通
例
、
拙
か
れ
ろ
対
象
を
そ
れ
自
体
と
し
て
自
立
的
に
浮
か
び
上
ら

せ
る
よ
り
も
、
描
く
主
体
の
観
念
や
的
絡
を
表
出
す
る
傾
向
の
方
が
強
い
。
つ
ま
り
、
拙
か
れ

る
一
事
物
が
主
題
に
色
づ
け
さ
れ
易
い
。
そ
の
上
ま
た
、
研
堂
の
文
章
中
に
は
、
作
者
自
身
の
主

初
の
表
自
信
所
も
目
立
つ
。
例
え
ば
、
深
氏
た
ち
が
主
口
坑
に
陥
っ
た
り
す
る
と
、
人
哀
な
り
V

と
か
八
浅
ま
し
V
と
か
い
っ
た
、
作
者
自
身
の
詠
肢
を
表
白
す
る
一
一
一
写
楽
が
、
し
ば
し
ば
吐
か
れ

る
の
で
あ
る
。
全
体
と
し
て
、
『
万
次
郎
』
の
文
体
は
、
初
念
性
・
情
緒
性
の
淡
い
文
体
で
あ

る
と
言
え
る
。

井
伏
は
、
研
堂
の
叙
述
展
開
を
か
な
り
忠
実
に
辿
つ
て
は
い
る
が
、
彼
の
頻
用
す
る
美
文
剥

・
悲
悦
憤
慨
調
の
大
仰
な
修
飾
語
句
を
意
識
的
に
切
り
捨
て
、
研
堂
の
釦
念
的
・
情
緒
的
文
体

は
一
貫
し
て
排
除
し
て
い
る
。
し
か
し
、
右
の
例
が
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
原
文
の
修
辞
的
な

詩
句
を
怒
く
切
り
捨
て
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
典
拠
中
に
香
か
れ
た
事
実
〈
情
公
・
人
物
・

状
況
)
を
、
作
者
の
情
緒
的
な
色
づ
け
を
払
拭
し
客
制
的
に
鮮
明
に
拍
く
と
こ
ろ
で
、
時
に

は
逆
に
原
文
中
の
語
句
を
抜
き
出
し
、
井
伏
自
身
の
口
語
体
の
筒
宗
な
文
立
中
に
組
み
込
む
と

い
う
こ
と
を
し
て
い
る
。
結
果
、
古
印
刷
な
、
場
合
に
よ
っ
て
は
大
仰
で
阪
府
に
な
り
か
ね
な
い

語
句
が
、
井
伏
の
文
章
に
入
る
と
、
却
っ
て
淡
々
と
し
た
硬
質
な
文
体
を
形
造
る
要
素
に
な

る
と
い
う
こ
と
が
起
こ
る
。
因
み
に
、
右
は
地
の
文
で
の
例
で
あ
る
が
、
会
話
文
に
原
文
中

の
語
句
を
利
用
し
た
例
も
多
く
、
中
に
は
一
文
を
そ
の
ま
ま
用
い
た
箇
所
も
あ
る
。
例
え
ば
、

ホ
ノ
ル
ル
残
留
の
伝
政
父
子
を
訪
ね
た
ホ
イ
ッ
ト
フ
ィ
ー
ル
ド
船
長
が
、
伝
磁
の
住
居
の
余
り

の
貧
相
さ
に
呆
れ
な
が
ら
、
八
さ
て
さ
て
風
流
の
住
び
住
民
ひ
か
な

o
V
と
一
一
一
口
っ
て
屈
託
な
げ

に
う
ち
笑
う
く
だ
り
が
そ
れ
で
あ
る
。
乙
の
場
面
で
の
、
町
山
泡
味
の
あ
る
こ
の
言
葉
は
、
大
ら

か
で
快
活
な
、
し
か
も
民
間
の
一
山
氏
た
ち
へ
の
尽
い
や
り
に
も
欠
け
る
と
こ
ろ
の
な
い
船
長
の

心
的
を
、
さ
り
気
な
く
、
確
か
に
表
現
し
て
い
て
、
印
象
的
で
あ
る
。
読
者
に
は
、
こ
れ
は
ま

玄
れ
も
な
く
井
伏
的
世
界
の
好
人
物
と
受
け
取
ら
れ
る
の
だ
が
、
突
は
、
こ
の
あ
た
り
の
事
実

関
係
・
的
長
の
言
葉
は
、
す
ぺ
て
研
堂
の
原
文
そ
の
ま
ま
な
の
で
あ
る
。
井
伏
は
、
品
川
(
拠
中
の

事
実
と
表
羽
の
一
部
を
そ
の
ま
ま
生
か
し
な
が
ら
、
自
'
同
月
の
文
体
に
よ
り
、
一
場
面
そ
椛
成
し

て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
に
於
げ
た
例
は
、
典
拠
と
の
相
一
泌
が
比
政
的
に
少
な
い
例
で
あ
る
。
作
品
全
体
を
対
服

し
て
見
て
ゆ
く
と
、
相
巡
の
大
き
く
目
立
つ
箇
所
の
方
が
尖
際
に
は
多
い
。
し
か
し
、
そ
の
相

匙
は
、
血
(
拠
の
叙
述
内
容

ω取
拾
巡
択
・
拡
大
縮
小
、
あ
る
い
は
新
た
な
内
容

ω付
加
に
よ
っ

て
生
じ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
井
伏
作
品
の
、
研
堂
作
品
へ
の
依
拠
関
係
を
些
か
で
も
疑
わ
せ
る

も
の
で
は
な
い
。
右
の
例
か
ら
銃
わ
れ
る
よ
う
に
、
井
伏
作
口
聞
は
、
万
次
郎
ら
に
関
す
る
事
実
、

そ
の
事
実
を
叙
す
る
順
序
、
ま
た
、
部
分
的
に
は
そ
の
叙
述
の
際
の
用
語
、
こ
れ
ら
の
面
に
お

い
て
そ
れ
ぞ
れ
、
終
始
、
研
堂
の
『
万
次
郎
』
に
大
き
く
負
う
て
い
る
の
で
あ
る
。
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四

以
上
、
典
拠
が
確
定
し
た
と
こ
ろ
で
、
当
然
、
次
に
問
題
と
な
っ
て
く
る
の
は
、
両
作
品
の

内
宍
で
あ
る
。
井
伏
は
、
研
堂
の
『
中
浜
万
次
郎
』
に
依
拠
し
な
が
ら
、
新
た
な
万
次
郎
涼
流

記
と
し
て
、
乙
乙
に
ど
の
よ
う
な
も
の
を
創
り
出
し
え
て
い
る
の
か
。
今
度
は
、
両
作
品
の
相

違
点
の
方
に
注
目
し
て
、
井
伏
作
口
聞
の
内
突
を
探
っ
て
ゆ
か
ね
ば
な
ら
な
い
わ
け
で
あ
る
が
、

曲
折
、
拠
確
定
作
業
に
手
間
取
り
、
も
は
や
そ
の
余
裕
を
失
っ
た
。
そ
の
問
題
の
検
討
は
後
の
稿
に

詰
る
こ
と
に
し
て
、
最
後
に
、
こ
れ
ま
で
井
伏
作
品
と
の
関
述
の
有
無
に
言
及
し
え
な
か
っ

た
、
他
の
資
料
に
つ
い
て
の
気
付
き
を
述
ぺ
、
本
稿
の
締
め
く
く
り
と
し
た
い
。



『
万
次
郎
伝
』
と
研
堂
の
『
万
次
郎
』
以
外
の
資
料
で
、
従
来
、
万
次
郎
関
係
の
依
拠
資
料

と
し
て
指
摘
さ
れ
て
き
た
の
は
、
同
じ
石
井
研
堂
の
編
に
な
る
漂
流
記
録
集
所
収
の
「
漂
容
談

奇
」
と
「
漂
流
万
次
郎
帰
朝
談
」
で
あ
る
。
前
者
は
、
嘉
永
四
年
十
一
月
の
長
崎
奉
行
所
に
お

け
る
取
調
べ
の
口
主
で
あ
り
、
後
者
は
、
翌
五
年
の
土
佐
高
知
落
で
の
、
や
は
り
口
舎
で
あ
る
。

結
論
を
先
に
一
一
一
口
う
と
、
こ
の
二
容
は
、
こ
れ
ら
が
な
け
れ
ば
井
伏
作
品
は
苦
か
れ
え
な
か
っ

た
と
い
う
よ
う
な
資
料
で
は
な
く
、
実
質
的
に
は
井
伏
作
品
と
は
関
わ
り
は
な
い
と
一
一
一
一
回
っ
て
よ

さ
そ
う
で
あ
る
。

既
に
主
典
拠
が
確
定
し
た
い
ま
、
仮
に
こ
れ
ら
の
二
者
が
井
伏
作
品
に
資
す
る
と
こ
ろ
が
あ

っ
た
と
す
れ
ば
、
主
内
山
(
拠
の
欠
け
た
部
分
ぞ
初

v

つ
、
あ
く
ま
で
も
補
助
的
な
資
料
と
し
て
で
あ

る
。
(
「
=
」
で
、
井
伏
作
品
・
研
堂

ω
『
万
次
郎
』
・
中
浜
東
一
郎
の
『
万
次
郎
伝
』
の
一
ニ

引
い
の
見
向
と
共
に
仰
せ
見
た
よ
う
に
、
こ
れ
ら
二
む
の
記
述
に
は
、
井
伏
作
品
の
そ
れ
と
食
い

違
っ
た
り
、
全
く
言
及
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
り
す
る
と
こ
ろ
が
少
な
く
な
く
、
と
う
て
い
主
典

拠
た
り
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。
)
し
か
し
、
井
伏
作
品
中
の
記
述
で
、
主
典
拠
『
万
次
郎
』
に

は
な
い
も
の
、
ま
た
、
主
典
拠
の
記
述
と
食
い
追
う
も
の
、
乙
れ
ら
が
、
二
者

ωい
ず
れ
か
に

あ
る
か
、
ま
た
は
い
ず
れ
か
の
記
述
と
一
致
す
る
か
三
乙
う
し
た
観
点
か
ら
二
告
を
見
て
い

っ
て
も
、
典
拠
と
食
い
違
う
記
述
が
わ
ず
か
に
一
つ
、
「
涼
客
談
奇
」
中
の
記
述
と
の
閑
述
を

疑
わ
せ
る
に
す
ぎ
な
い
。
す
な
わ
ち
、
前
に
問
題
と
な
っ
た
、
万
次
郎
ら
の
鹿
児
島
上
陸
日
時

の
記
述
が
そ
れ
で
あ
る
。
典
拠
に
(
謡
、
氷
四
年
)
八
月
朔
日
未
明
と
あ
る
の
に
対
し
て
、
井
伏

作
品
で
は
七
月
三
十
日
夜
明
け
前
、
「
漂
客
談
奇
」
で
は
七
月
曜
日
夕
方
と
な
っ
て
お
り
、
同

日
で
あ
る
点
で
は
関
述
が
あ
る
よ
う
に
思
え
る
が
、
刻
限
の
ず
れ
か
ら
す
る
と
、
井
伏
が
こ
れ

に
拠
っ
て
い
る
と
は
断
じ
難
い
。
結
局
、
井
伏
が
花
か
に
二
告
の
記
述
ぞ
踏
ま
え
て
い
る
と
言

え
る
例
は
皆
無
と
い
う
乙
と
に
な
る
。

井
伏
作
品
と
二
告
を
対
附
し
て
見
て
ゆ
く
と
、
内
容
の
重
な
り
合
う
箇
所
が
多
数
あ
る
。
帥
刊

に
、
記
述

ωよ
り
詳
細
な
「
涼
客
談
奇
」
に
は
、
井
伏
は
こ
れ
に
拠
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
忠

わ
れ
る
箇
所
が
少
な
く
な
い
。
し
か
し
、
今
さ
ら
言
う
ま
で
も
な
い
だ
ろ
う
が
、

ζ
ω

こ
と
を

も
っ
て
、
井
伏
が
こ
れ
ら
を
参
者
し
て
い
る
と
断
ず
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
も

そ
も
石
井
研
堂
自
身
が
、
恐
ら
く
こ
れ
ら
ニ
告
を
踏
ま
え
て
、
『
中
浜
万
次
郎
』
を
告
い
て
い

る
筈
だ
か
ら
で
あ
る
。

「
漂
客
談
奇
」
と
「
漂
流
万
次
郎
帰
朝
談
」
が
補
助
的
な
資
料
と
し
て
利
用
さ
れ
た
と
言
え

る
確
実
な
論
拠
は
見
当
ら
な
い
。
実
質
的
に
井
伏
作
品
と
無
関
係
で
あ
る
、
と
言
わ
ざ
る
を
え

ぬ
所
以
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、

「
深
客
談
奇
」
と
題
す
る
以
流
記
録
は
、
右
の
口
容
の
外
に
も
、
高
知
の
学
者

〈
注
M
n
u

吉
田
正
誉
の
編
に
な
る
「
東
洋
涼
客
談
奇
」
(
全
三
巻
)
が
あ
る
。
乙
れ
は
、
海
外
事
情
に
強

い
関
心
を
抱
い
て
い
た
学
者
の
吉
田
ら
が
、
土
佐
に
灼
国
し
た
ば
か
り
の
万
次
郎
ら
を
招
い
て

訊
き
取
っ
た
談
話
の
記
録
で
、
ロ
舎
で
は
な
い
。
避
難
か
ら
土
佐
川
国
ま
で
の
垣
歴
、
米
国
の

政
治
・
風
俗
習
慣
二
豆
諸
等
に
豆
る
事
項
が
、
詳
細
に
記
さ
れ
て
い
る
。
研
堂
の
『
中
浜
万
次

郎
』
は
、
先
の
日
告
知
を
踏
ま
え
て
い
る
乙
と
は
間
近
い
な
い
が
、
依
拠

ω度
合
か
ら
見
る

と
、
吉
田
の
こ
の
「
犯
容
談
奇
」
の
方
に
、
多
く
を
負
う
て
い
る

ωで
は
な
い
か
と
思
わ
れ

る
。
記
述
の
写
実
関
係
に
お
い
て
合
致
す
る
箇
所
が
、
口
む
の
方
よ
り
も
多
く
、
少
な
か
ら
ず

叙
述
の
細
部
ま
で
符
合
す
る
か
ら
で
あ
る
。
例
え
ば
、
先
に
、
井
伏
が
研
堂

ω叙
述
を
そ
の
ま

ま
利
用
し
て
い
る
例
と
し
て
挙
げ
た
ホ
イ
ッ
ト
フ
ィ
ー
ル
ド
船
長
の
関
逸
な
一
言
葉
、
乙
れ
は
実

は
、
本
主
中
に
既
に
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
研
堂
は
、
『
中
浜
万
次
郎
』
の
刊
紙
語
で
、
「

漂
海
』
同
」
「
犯
民
紀
一
事
」
な
と

ω文
献
名
を
依
拠
資
料
と
し
て
掲
げ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の

中
に
は
、
本
舎
の
名
は
挙
が
っ
て
い
な
い
。
ま
た
、
私
自
身
、
研
堂

ω挙
げ
て
い
る
資
料
は
見

及
ん
で
い
な
い
の
で
、
本
計
一
日
よ
り
も
『
中
浜
万
'
次
郎
』
に
近
い
資
料
が
他
に
あ
る
の
か
否
か
、

不
明
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
あ
く
ま
で
も
拾
測
な
の
だ
が
、
研
堂

ω
『
中
浜
万
次
郎
』
の
主
此
(

犯
は
十
一
口
田
の
「
謀
容
談
奇
」
で
あ
る
と
見
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
る
。

そ
れ
は
と
も
か
く
、
井
伏
は
、
も
し
か
す
る
と
、
従
来
、
依
拠
資
料
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い

な
い
本
主
は
、
参
中
訂
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
と
一
一
一
口
う
の
は
、
内
容
・
叙
述
の
一
凶
で
宣
な

る
所

ωあ
る
の
は
、
本
γ
一
白
に
拠
っ
て
い
る
と
推
測
さ
れ
る
『
中
浜
万
次
郎
』
が
主
典
拠
で
あ
る

以
上
当
然

ωこ
と
と
し
て
、
井
伏
作
品
で
の
平
題
の
付
け
方
は
、
吉
田
の
「
犯
容
談
奇
」
中
の

各
談
話
に
付
さ
れ
た
見
出
し
の
形
式
と
、
よ
く
似
て
い
る
か
ら
で
あ
る
o

例
え
は
、
井
伏
作
品

で
は
、
「
一
万
次
郎
等
五
名
の
漁
師
、
決
の
問
に
聞
に
深
ふ
乙
と
」
、
「
二
万
次
郎
等
、

絶
海
の
孤
島
に
救
け
船
を
求
め
る
こ
と
」
と
い
っ
た
形
式
で
あ
る
の
に
対
し
、
「
漂
客
談
奇
」

で
は
、
「
一
、
土
佐
国
漁
人
民
国
出
若
弁
帰
朝
之
事
」
、
「
一
、
伝
蔵
等
一
政
流
ウ
ワ
ホ

l
ヨ
リ

帰
朝
之
事
」
と
な
っ
て
い
る
。
『
中
浜
万
次
郎
』
や
そ
の
他
の
資
料
に
は
、
乙
う
し
た
形
式
の

F
日

μ
n習
』

見
出
し
は
見
ら
れ
な
い
。
井
伏
の
、
こ
う
し
た
八
古
風
な
ス
タ
イ
ル

V
の
草
題
は
、
本
音
に
示

唆
さ
れ
た
も
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
な
お
、
井
伏
作
口
問
中
の
記
述
で
、
主
典
拠
と
食
い
珪
ぃ
、

本
討
中
の
記
述
と
は
合
致
す
る
と
い
う
例
は
見
当
ら
な
い
。
つ
ま
り
、
事
実
関
係
の
記
述
に
際

し
て
本
舎
が
補
助
的
に
参
照
さ
れ
た
形
跡
は
な
い
と
い
う
乙
と
で
あ
る
。
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『
日
本
文
学
研
究
資
料
謡
音
井
伏
泊
二
・
深
沢
七
郎
』

所
収
。
初
出
は
「
解
釈
と
銘
文
」
(
昭
お
・

4
1
5
)
。

注
2
、
涌
出
佑
「
『
ジ
ョ
ン
万
次
郎
漂
流
記
』
ー
ー
そ
の
、
井
伏
文
学
に
占
め
る
位
置
」

注
1 

(
昭
臼
・
口
、
有
精
堂
)



〈
『
作
家
作
品
シ
リ
ー
ズ

7

井
伏
鱒
ニ
』
昭
日
・

5
、
東
京
書
籍
、
所
収
。
)
を
始

め
と
し
て
、
従
来
の
論
の
す
ぺ
て
は
、
吉
田
説
に
従
っ
て
い
る
。

注
3
、
以
下
、
『
中
浜
万
次
郎
』
か
ら
の
引
用
・
考
察
の
テ
キ
ス
ト
は
、
す
べ
て
『
日
本
児

童
文
学
大
系
第
三
巻
石
井
研
堂
・
押
川
春
浪
集
』
(
昭
日
・
口
、
ほ
る
ぷ
出
版
)
所

収
本
文
に
よ
る
。

注
4
、
『
井
伏
鱒
ニ
全
集
第
三
巻
』
「
月
報
4
」
(
昭

ω
・
ロ
、
筑
摩
書
房
)
所
収
。

注
5
、
『
続
帝
国
文
庫
漂
流
奇
談
合
集
』
(
明
白
・

5
、
博
文
館
)
所
収
。

注
6
、
『
呉
国
漂
流
奇
語
集
』
(
昭
2
・
6
、
招
長
香
庖
)
所
収
。
た
だ
し
、
本
稿
で
は
同

舎
の
再
版
本
(
昭
必
・
口
、
新
人
物
往
来
社
)
所
収
本
文
に
よ
る
。

注
7
、
普
及
版
『
井
伏
鱒
二
全
集
第
二
巻
』
(
昭
位
・

3
、
筑
摩
書
房
)
以
降
の
本
文
で

は
、
こ
れ
ら
の
矛
盾
を
解
消
す
る
た
め
に
、
「
ポ
リ
ネ
シ
ア
ン
」
紙
の
刊
行
を
「
十
一

月
十
四
日
」
、
ホ
ノ
ル
ル
港
出
港
を
「
十
一
月
二
十
五
日
」
と
改
訂
し
て
あ
る
。
し
か

し
、
乙
れ
は
史
実
に
は
反
す
る
改
訂
で
あ
る
。

注
8
、
『
日
本
庶
民
生
活
史
料
集
成
第
五
巻
漂
流
』
(
昭
円
相
・

9
、
コ
二
番
一
房
)
所
収
本

文
に
よ
る
。

注
9
、
紅
野
敏
郎
「
井
伏
鱒
ニ
『
ジ
ョ
ン
万
次
郎
漂
流
記
』
」

参
照
。

(
「
国
文
学
」
昭

ω
・
3
)

nu 




